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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・部署懇談会について

外来看護、認知症センター、通所、訪問看護五福は5/7（月）、古民家にて行う。欠席者は5/10（木）、場所は未定。懇談会では自己アピールの時間があるので考えておくこと。

・春の職員健康診断があるので、各自日程を確認しながら受けていくこと。

・園芸プログラムについて、今月中の週末に耕耘機で作業が行われる予定である為、畑の草取りやゴミ取り作業を開始していく。耕耘機作業終了後苗などの発注物を発注し、作業を行っていく予定としている。
［提出物］

・5月プログラムテキスト：4/20（金）16：00までに提出すること。
・6月プログラムテキスト：5/10（木）中に提出すること。

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所後担当スタッフとの面談を希望しアパートの住人について気になることがあると相談している。その住人は自分の下の部屋に住んでいる女性で、以前甘酒を貰ったことがある人だと話しており、「ちょっとそのオバさんおかしいみたいで、誰から聞いたかは言えないけど、少し前に小火出したみたいで警察が来てた。って聞いたんだよ。俺のことも何かやらかした人だって、言ってたみたいで」と話している。以前住んでいたアパートでの火災を思い出しながら不安そうな表情で話している。話を傾聴し、対処法を検討。小火については、自分で不動産屋に確認してみると話しており、自身の噂話は気にせず、相手と外で会うことがあってもいつも通りにしているとのこと。何かあったらすぐに相談して欲しいことを伝えると、頷いている。
・木村　義重　様～本日から正式利用開始。スタッフからプログラム内容を聞いており、不明な点は確認しながら過ごしている。目標としては、「いろんな勉強をして徐々に慣れていきたい」「今の状態が続けばいい」と話している。
・竹洞　総子　様～夫様と来所しており、面談の希望がある為、面談を実施。本人の考えとしてはデイケアを退所したいが、主治医より週に1回でも利用するよう説明を受けたとのことで、担当スタッフと話し合うよう言われたとのこと。デイケアがつまらないと話しており、症状悪化防止や悪化の早期発見を考えた際に継続した利用が必要であることを説明すると「わかりました」と答えるが、表情が硬く納得はしていない様子が窺える。夫様は「今後、仕事が変わって忙しくなるので、家事をしてほしいと思ってまして・・・」と話している。今後週1回の利用とし、どの曜日を利用するかは自宅で一度考えたいと希望。4/24（火）再度面談を実施し、利用する曜日を確定することとし、面談を終了している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日の帰荘後に足が浮腫んでおり、飲水量に注意するように声掛けを行ったとのこと。デイナイトケアでは、コップの持ち歩きは少なく、スタッフの声掛けにて飲水量は過度になることは見られない。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日の夕食時にロッカーに籠っており、青風荘スタッフが声掛けすると、以前通所利用前に話し合った約束事についての不満を話していたとのこと。また、帰荘後に他者をジーッと見ていることがあり注意するも、他者から「自分も見られてる」と聞き入れるような返答はなかったとのこと。デイナイトケアでは、スタッフや他者が近くに行くと睨むことがあるが、不満を訴えることはない。
・倉石　ヨシエ様～歩行状態は安定してきており、スタッフと一緒に移動しプログラムへ参加することができている。
ナイトケア

・村上　元道　様～来所時、主治医から言われた処方内容と実際の処方内容が違ったと不満げに話しており、詳細を確認している。4/9（月）受診時にバルプロ酸Naを朝食後2錠、夕食後1錠服薬することとなり、以降調子は安定し本日主治医から現状のまま服薬を続けると言われたとのことだが、実際に処方された内容を確認すると、バルプロ酸Naが朝食後は0錠で夕食後3錠になっていたとのこと。本人自身気になって当院に電話をし、指示通り様子を見てみるよう言われたとのことだが、「調子良いのに勝手に薬変えられるとイライラする」と不満げに話している。本人の訴えを傾聴すると次第に落ち着いており、「今は調子大分いいから様子みてみる」と話す為、様子を見つつ、気になることは相談しながら仕事を行っていくよう促している。
＜奥山　以依子様の事故対応について＞
・環境面の対策について、以前滑り止めのマットを敷いていたが、不衛生である為使用しないこととなっている。現在庶務に対応策について依頼している段階。
　⇒環境への対策をしつつ、利用者個々人への対応も必要。入浴時には転倒注意の声掛けを行うことや、転倒リスクが高い人への具体的な対応策を検討する必要がある。
※今回話し合いの時間が少ししか取れなかったため、今後も対応について話し合いを行っていく。
